
 

 

 

今回は「土壌診断と土壌の化学性」についてです。  

１ 土壌診断とは 

 土壌が農作物の根の生育に適した状態

であるかを確認すること。 

２ 土壌診断の目的 

（１）計画診断 

土壌の状態を計画的・定期的に調べ、

傾向を見つつ、注意すべき点を明らかに

する。栽培前の土壌の状態を知る。 

（２）対策診断 

生育不良・障害の要因を究明し、対策

をたてる。 

３ 土壌診断の種類 

（１）化学性の診断 

土壌の化学的性質、養分含量、塩基バ

ランスなどを調べます。 

（２）物理性の診断 

 土壌の硬さ、保水性など土壌の物理的

性質を調べます。 

４ 土壌の化学性の診断 

（１）一般分析項目 

 ｐH（酸度）、EC（電気伝導度）、

有効態リン酸、交換性カリウム、交換

性苦土（マグネシウム）、交換性石灰

（カルシウム） 

（２）オプション項目 

 

 

 

 

 

  陽イオン交換容量（CEC）、リン酸

吸収係数、腐植、全窒素、硝酸態窒

素、アンモニア態窒素、有効態ケイ

酸、微量要素など 

５ 一般分析項目について 

（１）ｐH 

（ぺーハー、ピーエイチ、酸度） 

  水素イオン濃度を表すもので酸性か

らアルカリ性の間を段階に分け、ｐH

７を中性とし、それ以下を酸性、それ

以上をアルカリ性といいます。ｐH の

値が小さければ小さいほど酸性、大き

ければ大きいほどアルカリ性の性質が

強いことになります。 

  土壌ｐH によって肥料養分の溶解性

が変わります。 
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  ｐH が高すぎたり､低すぎる時は土壌

中の養分が偏った状態にあると考えて

良いでしょう。土壌診断では欠かせな

い項目です。作物毎に好適ｐH があり

ます（上表参照）。 

（２）EC（イーシー、電気伝導度） 

  土と純水を混ぜた混濁液中の電気の

通りやすさを表す数字です。純水はほ

とんど電気を通さないため、土壌を混 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜることでどのくらい電気を通すこと

になったかを測定し、土壌中の塩分が

どのくらい含まれるかを推定します。 

作物によって、耐塩性が異なり、

（下表参照）高すぎても低すぎても生

育に影響します。  

 

 

出典：「土壌診断によるバランスのとれ

た土づくり」 vol１、２、３    

（財団法人 日本土壌協会） 


